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市
京
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約
仰
い
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治
外
出
催
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叫
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中
博
士

無
牧
議
財
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の
課
税
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・
・
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江
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時
代
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宵
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の
禁
止
丈
山
中
博
士

時

論

支
那
の
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る
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憐
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U
民
労
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航
法
則
の
安
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性
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叫
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・
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近
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の
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別
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五
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我
園
最
近
の
死
産
に
就
て

文

規

岡

自奇

我
国
の
人
口
動
態
現
象
は
多
産
多
死
を
以
て
有
名
で

あ
る
o

人
間
の
生
命
の
泊
費
で
-
』
れ
程
甚
し
い
も
の
は

な
い
。
古
れ
ば
最
近
、
乳
児
死
む
珠
防
調
査
品
目
な
る
も

の
が
設
置
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
出
産
率
を
制
限
す

る
事
に
依
っ
て
、
共
の
死
む
率
を
減
退
せ
し
め
よ
う
ご

す
る
な
ら
ば
兎
も
角
、
こ
の
経
済
組
織
の
下
に
於
て
、

出
産
率
を
現
在
の
ま
、
仁
し
て
置
い
て
、
共
の
死
巳
率

の
み
を
減
退
せ
し
め
よ
う
ご
す
る
事
は
極
め
て
困
難
な

事
正
考
へ
ら
れ
る
O

ぞ
れ
は
兎
も
角
、
人
間
の
生
命
の

浪
費
の
中
で
、
乳
児
死
む
に
失
で
悲
し
む
可
き
現
象
に

死
産
が
ゐ
る
。
死
産
は
死
己
せ
る
人
聞
の
出
産
で
あ

る
。
共
の
生
命
に
謝
し
て
最
早
保
誰
eT
加
へ
る
俄
地
の

な
い
も
の
で
あ
る
o
生
命
の
な
い
人
聞
を
出
産
す
る
ご

言
ふ
事
は
枇
曾
的
に
言
っ
て
全
く
無
駄
な
事
で
ゐ
h
、

偶
人
仁
取
っ
て
は
最
も
悲
し
む
可
き
事
で
あ
る
。
こ
の

死
産
の
原
因
に
就

τは
、
締
済
同
宇
上
か
ら
・
枇
曾
此
ザ
上

雑

長島

我
閥
最
近
由
死
障
に
就
て

か
ら
或
は
叉
趨
率
上
炉
ら
、
其
の
他
各
方
面
か
色
考
察

さ
れ
な
り
れ
ば
な
ら
な

ν。
然
る
じ
欧
米
仁
於

τさ
へ

も
、
死
産
に
閲
す
る
研
究
は
十
分
で
な
い
γ

ゃ
う
で
あ

る
。
少
な
〈
芭
も
死
産
に
閲
す
る
統
計
資
料
が
整
備
し

て
ゐ
な
レ
の
で
あ
る
o

最
も
著
し
い
例
正
し
て
は
、
あ

の
大
英
国
に
於

τ、
死
産
に
は
戸
鎌
上
の
務
録
が
な
い

の
で
あ
る
ω
設
へ
死
産
に
閲
す
る
記
録
の
あ
る
闘
に
於

て
も
、
キ
リ
e
z
'
h
・
数
闘
に
於
て
は
そ
れ
は
極
め
て
唆
跡

な
、
信
頼
す
る
に
足
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
死
産
で
ゐ

る
に
拘
ら
守
、
生
産
品
位
仁
死
じ
し
た
も
の
で
あ
る
ピ
言

ム
風
に
懸
録
す
る
も
の
が
少
な
〈
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ぞ
れ
は
、
死
産
者
に
幼
児
の
洗
糟
を
受
さ
せ
る
事
が
出

来
な
い
か
ら
、
死
志
脱
者
で
あ
っ

τも
、
ニ
れ
を
生
明
者

記
し
て
幼
児
の
洗
械
を
受
付
事
せ
る
斜
め
で
あ
る
α
斯

〈
の
如
、
吉
事
情
が
ゐ
る
錦
め
に
、
外
国
に
於
て
は
死
産

仁
関
す
る
研
究
は
余
り
後
叫
注
し
て
ゐ
な
U
し
、
立
ハ
の
研

究
が
あ
る
さ
し
て
も
、
信
頼
す
る
に
足
ら
な
い
も
の
が

多
い
。
之
仁
反
し
て
、
我
に
悶
於
で
は
、
死
産
に
関
す

る
統
計
資
料
は
可
な
り
よ
〈
整
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

私
仏
こ
の
よ
(
整
っ

τ
ゐ
る
資
料
に
基

ντ
、
我
闘
に

(第一-一概

第
一
一
十
一
巻

一
四
じ
)
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録

雑

我
岡
最
近
目
死
産
に
就
て

於
り
る
最
近

ω死
斑
紋
般
を
明
h
か
に
し

τ見
た
い
正

思
ム
。な
は
其
の
資
料
を
内
閣
統
計
局
編
纂
の
「
日
本
帝
闘

人
口
動
態
統
計
」
に
求
め
た
。
阪
に
刊
行
せ
ら
れ

τゐ

る
最
新
の
も
の
は
大
正
十
一
年
度
の
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
で
大
正
十
一
年
度
ピ
共
に
最
近
五
ヶ
年
聞
の
資
料
を

利
用
し
た
の
で
ゐ
る
。
先
づ
全
国
に
於
り
る
懐
争
月
数

別
死
産
統
計
含
掲
げ
る
ご
左

ω如
〈
で
ゐ
る
。

簡
一
衰

長
闘
に
於
け
る
快
苧

H
L別
児
者

四
ヶ
月
未
揃

凹

ケ

H

主

ヶ

月

F
 

レ
M

1

、，
 

L
 

J
ノト

ι
合

正

大

正

大

正

大

正

大

正

年

λ

年

丸

年

十

年

寸

一

年

『
h

一n
盆
-
一
口
士
山
一
会
一
一
九
~
一
日

一
、
山
岡
ハ
一
一
、
計
己
3
4

ニ、五山一円同一一、

q
一回目一、-一士一三

回
、
ニ
一
一
一
也
、
.
一
山
一
四
也
、
四
一
t

一

ι、
ニ
一
品
点
、
八
日
孟

耳
、
立
ハ
一
口
、
一
同
口
一
一
二
也
九
一
(
〕
、
明
正
一
一
口
、
一
記
一

品
、
き
均
一
一
、
全
一
一
丸
、
一
三
一
七
、
童
九
一
山
、
交
己

=一、(]日一九一一

P
点
台
一
一
豆
、
山
岡
山
ユ
一
、
一
一
口
一
ニ
口
、
正
回
目

一
回
、
屯
一
山
「
豆
、
一
一
一
口
一
石
、
一
回
口
一
一
山
、
{
)
口
八
ニ
同
J
品一語

一
一
面
、
右
口
男
、
県
一
歪
、
五
一
A
A

吾
、
正
萱
き
、
ニ
天一

山M4
a

、人白同一一一三、一一五官官一一回
5
.
七一一円九コ一耳、口一
A

一目一一、九点一

七大

ケ

)J 

ケケケ

月月fl 

ケ

計月

先
づ
全
国
に
於
け
る
死
産
拡
態
の
概
況
を
見
る
た
め

1

1

 

j
J
:
{
1
1
1
 

第
一
一
十
一
審

{
第
三
挽

一
回
入
)

四
阿
六

イルーr

仁
、
生
産
千
に
劃
す
る
死
産
の
割
合
を
見
る
に
、
大
正

七
年
は
四
ニ
・
三
三
を
示
し
て
ゐ
T
特
に
低
い
が
、
普
通

は
六
七
乃
至
七
四
の
聞
を
上
下
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ

て
、
五
ゲ
年
聞
の
平
均
は
六
五
二
こ
で
あ
る
。
従
っ
て

我
闘
で
は
生
産
千
に
付
て
死
席
は
約
六
石
一
で
あ
る
E
A
Z一ロ

ふ
事
が
出
来
る
。
第
二
表
は
会
闘
に
於
り
る
生
産
千
に

品到す
Z
死
産
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

節

義

会
一
固
に
於
け
る
生
産
に
劃
す
る
(
千
に
つ
き
J

崎
産

比

大
正
七

年
四一・盟主

t 十大
べニー-
~ 1p.正

お λ大

'百年正

大
正
九

年

屯口

-Ah唱

大
正

十

年
内
九
会
三

持E

ふ 1 哨イ h

平

五J

主主

次
仁
都
市
に
於
り
る
死
産
拡
態
を
見
る
o

こ
、
で
都

市
ピ
言
ふ
の
は
、
人
目
玉
高
以
上
の
市
悩
宏
指
す
の
で

あ
る
。
左

ω第
三
表
は
こ
の
前
胞
に
於
げ
る
最
近
五
ゲ

年
聞
の
死
産
数
を
示
し
た
も
の
で
ゐ
る
。

第
三
表

人
口
車
両
以
上
回
市
区
に
於
け
る
競
争

H
取
別
死
庄

七大

言言九年正

正年昌司一
ヨ

ZA円
、
三
回

十大

正年一九
同口日一=一一一

;JLブミ

八大

凹
ヶ
月
末
梢

四

ヶ

月

五

ケ

月

正巳as
 
一一-一
岡田円
、一一口
E
A

大
正

十
一
年-一口盟口

一、一九屯



合十九八七六

ケ

月月

き
豆

一、官官三

一、訓告一
一JAM
-

一

=、同
A
品

八
、
告
百
一

ケケ

月

ケケ

月官十目

一、五口山一一

ユ
、
児
-
一

づ一、一同七

三
、
宅
口

回
、
九
一
山

一一一円、内八一

一
、
省
首

ニ、
A
A
H

Z
、
一
日
H
K

Z
、同一一円

五、
=
λ

一

一A
、=一百一一一足

八五亘旦ユー、、、、、、
九古川~.. -内̂八一八ユ A 九
一回一山田ニ

突
に
死
串
胞
を
会
生
、
私
生
に
匝
分
し
て
概
観
す
る
事

は
極
め
て
肝
要
で
ゐ
る
ぜ
考
へ
る
が
、
私
生
児
向
死
産

は
公
牛
一
白
地
叫
死
産
に
劃
し
て
、
如
何
に
多
数
で
あ
b
、

如
何
に
悲
惨
で
あ
る
か
に
就

τは
、
阪
に
書
い
た
事
が

あ
る
か
ら
H

-

也
、
で
は
論
じ
な
い
。

今
度
は
会
闘
に
於
H

る
懐
半
月
数
別
に
依
る
死
産
斌

踏
を
検
L
て
見
ょ
う
。
総
死
産
歎
で
各
懐
劫
・
月
数
に
於

り
る
死
車
開
放
を
除
し
て
得
た
も
の
が
友

ω
第
五
表
で
ゐ

る
。
四
ヶ
月
未
満
的
死
産
は
極
的
て
少
数
で
あ
る
か

ら
、
之
を
無
回
訓
し
て
除
外
す
る
事
ご
し
た
。

一、包丸一

=、丸一一一

司
一
、
車
証
人

五
、
み
や
晶

玉
、
ル
主

一九
J
一一向

都
市
に
於
け
る
生
産
千
に
謝
す
る
死
車
開
放
態
山
概
況

を
見
る
に
、
会
凶

ω場
合
ご
同
様
・
大
正
七
年
が
最
も

低
〈
四
四
・
二
一
で
ゐ
る
。
禁

ω
他
の
年
次
に
あ
っ
て
、

は
七

O
乃
至
七
五
の
聞
を
上
下
し
て
ゐ
る
。
五
ゲ
年
聞

の
卒
均
は
六
人
・
入
入
で
あ
る
。
第
四
表
は
柿
市
に
於
り

る
生
産
千
に
射
す
る
死
産
ぞ
示
し
押
い
も
の
で
あ
る
。

第
四
表

人
口
一
泊
両
以
上
山
市
耐
に
於
け
る
山
産
に
謝
す
る

(
千
に
つ
き
)
副
産

上t

事

大

正
七

年

四阿・ユ一

λメょ

年正
七日品・=ハ

九大

年正
大

正

十

年
七九・一一九

き十大

先年正
'F' 
vx・八八

全
岡
山
死
産
朕
態
ご
都
市

ω死
蔵
山
肌
践
己
を
比
較
し

て
見
る
の
じ
、
都
市
は
常
に
一
つ
の
例
外
も
な
く
優
勢

で
あ
る
o

主
(
の
一
中
均
に
就
て
見
る
も
、
全
国

ωム
ハ
五
二

一
に
劃
し
て
都
市
は
六
人
・
入
人
な
の
で
あ
る
。

雑

堅一
-
h
去

能

我
間
最
近
白
死
産
に
就
て

輯
五
衰

;lbJ 

四
ヶ
月

五
ヶ
月

六
ヶ
月

七
ヶ
月

八
ヶ
月

九
ヶ
月

十
ヶ
月

長
闘
に
於
け
る
柿
同
学

H
般
別
托
直

大

正
士

年

口
・
自
コ
一

口
・
立
山

口
・
白
屯
回

。・一-一也

口
・
一
』
ベ

ロ
・
一
品
回

0

・JZHn

第

二

十

一

巻

。口口口口口口 λ大

主主主主著書室年正
大

正

九

年

口・口一
A

口
・
『
卦
一

口・

2
A

口
・
一
一
三

口
・
一
礼
匂

口
・
一
八
品

口・一ニ省一

口口口口口口口十大

さ云云云室主主年正

(
第
三
腕
一
四
九
}

大

正

十
一
年

口
口
一
八

口・口豆一一

口
・
ロ
ド
文

口・一

-
4

口・一封一目

白・一七一一

口
・
夫
一

司王
ロ・
D
-
A

口
・
口
蚕

口
・
口
右

口・一-一八

白
二
日
明
日

?
一
凡
九

口・一
zh
主

右
の
第
五
表
に
就
て
、
懐
牟
月
数
別
死
産
割
合
を
見

四
四
七

五J

私生見。死産に就τ(生理亭研究第一審第三銃)3) 
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雑

録

我
悶
最
近
由
死
産
に
就
て

る
に
、
各
年
共
、
略
同
一
の
分
布
を
示
し
て
ゐ
る
か

ら
、
五
ヶ
年
間
の
平
均
の
み
に
就
て
言
へ
ば
.
懐
手
四

ヶ
月
の
も
の
は

0
・
0
一
人

T
ゐ
っ
て
、
懐
卒
月
数
を
増

大
す
る
に
伴
れ
て
、
死
産
の
削
合
が
次
第
に
増
大
し
、

懐
卒
九
ヶ
月
仁
一
於
て
は

0
・
一
八
九
を
.
懐
争
十
ヶ
月
に

至
っ
て
は
賢
仁

0
・
三
七
五
の
高
率
を
示
し
て
ゐ
る
。

死
魔
児
の
約
四
糊
は
臨
月
に
至
つ
τ
胎
内
に
於
て
死

C

す
る
の
で
め
る
。
こ
れ
は
貨
に
慨
乃
〈
可
き
現
象
で
あ

る
ご
言
山
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
綿
布
廿
(υ

他
に
依
る

品
開
背
不
良
川
仙
川
児
は
多
〈
は
流
産
l
、
川
地
r

ご
も
何
一
弔

問
ヶ
月
5
1
7
.兆
h

成
立
問
速
一
干
す

L
川
が
品
川

M
r

r三口け
M
H

ゐ

る
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